
ローカルSDGs 奥三河フォーラム
～地域経営のためにエネルギー事業を立ち上げよう～

令和7年2月19日(水) 13時30分～17時

主催 奥三河エレトレ

後援 環境省中部地方環境事務所



プログラム
13時30分 開催のご挨拶 ローカルSDGs 奥三河フォーラムの狙いと奥三河地域に対する期待

環境省中部地方環境事務所 環境対策課より

13時40分 活動経過報告 「地域経営のためにエネルギー事業を立ち上げよう」
～多者協働だからこそできる持続可能なまちづくりの提案～
株式会社三河の山里コミュニティーパワー 専務取締役 萩原喜之

14時20分 連携協定の締結式 「設楽町における地域課題解決を目的とした地域エネルギー事業等」に関する連携協定の締結式

14時30分 主幹団体の宣言 「連携協定により、これから地域で取り組んでいくこと」
設楽町 町長 土屋浩
したらワークス協同組合 代表理事 麻野間達矢
愛知東農業協同組合 代表理事組合長 海野文貴
株式会社三河の山里コミュニティパワー 代表取締役 早川富博

14時45分 事例報告 「支え合いのよる地域経営の実践」
～豊田市山村地域 敷島自治区の事例報告～
しきしまの家運営協議会 事務局長 鈴木辰吉

15時25分 休憩 オンライン配信終了

15時35分 ワークショップ
（会場参加のみ)

テーマ：「ともに考えまい！奥三河の地域経営」
参加者全員によるセッション
進行：株式会社ピー・エス・サポート 代表取締役 村田元夫

16時45分 総評と提言 本日のまとめと、地域の未来に向けての提言
名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 高野雅夫

17時00分 終了



奥三河フォーラムの狙いと
奥三河地域に対する期待

環境省中部地方環境事務所 環境対策課
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「支えあいによる地域経営の実践」
～豊田市山村地域敷島自治区の事例報告～

しきしまの家運営協議会 事務局長 鈴木辰吉



地域の絆が 都市とつながり 未来を拓く

～しきしまの家から始まる山村の未来～

しきしまの家運営協議会



敷島自治区の概要

■自治区の地勢
豊田市の中山間地域に位置
面積：21.7ｋ㎡
標高：約180m～530m

■集落数
9集落（町内会）

■自治区の人口（R6.3.1）

人 口：877人(住民基本台帳)

世帯数：322世帯(自治区調べ)

■公共施設
旭中学校
敷島小学校
杉本こども園
杉本郵便局
杉本駐在所

矢作川

岐阜県恵那市

稲武
地区

足助地区

小原地区

築羽自治区敷島自治区

旭支所
小渡自治区

笹戸自治区

浅野自治区



「しきしま♡ときめきプラン」
10年の歩み （２０１０～２０１９）









2020.11.28 ホテルルポール麹町

１０年間の活動が評価され
地域活性化優良事例として 総務大臣賞を受賞



新たなフェーズ
「しきしま♡ときめきプラン2020」



人口減少、高い高齢化率は100年続く

名古屋大学「小地域ごとの簡易人口推計ツール」

高齢化率の
ピークは40
年後55% 100年後の

人口は1/3
の300人



これからの地域社会のあり方を考える視点

高度成長前 少数化社会
（人口減少・超高齢社会）

高度成長〜現在

家族・地域で支えあわ
ないと生きられない

共同体中心社会

• 二三次産業中心

• 市場・貨幣経済

• 核家族

• 自己責任・行政依存

• 化石エネルギー

• 四五次産業中心

• 持続可能経済

• 個人

• 多様性・自由・包摂

• 再生可能エネルギー

自己責任・行政依存
経済効率優先の

自己責任社会

多様な価値観を認め
支え合う持続的な

新・共同体中心社会

• 一次産業中心

• 自給自足

• 大家族

• 結・統制

• 自然エネルギー



「しきしま♡ときめきプラン2020」
３つの重点プロジェクト

プロジェクト① 支え合い社会創造プロジェクト
誰もが「支える人」であり続け、無理のない持続的な有償ボラ
ンティアのシステム（現代の 「結」）を創り上げる

プロジェクト② 農村景観を守る農地保全プロジェクト
美しい農村の風景を次世代につなぐため、消費者とつな
がる農地保全（CSA農業）、集落営農組織化に取り組む

プロジェクト③ 未来への構造改革プロジェクト
人口減少・超高齢社会に合った自治区、町内会などに改め、
関係人口と共に地域を自治する地域運営組織を立ち上げる

人口減少・超高齢社会を受け止めて前に進む！



プロジェクト①

支え合い社会創造プロジェクト





みんなが「支え
る人」であり「支
えられる人」！



支え合いマッチング累計300件

マッチングナンバー１は
「草刈り」4割、次いで、
「移動支援」2割、「木
の伐採」、その他「大工
仕事など」と続きます。

支援をするのは高齢者の7割
を占める「元気高齢者」、I
ターンの若者など



プロジェクト②

農村景観を守る農地保全プロジェクト



私たちが導き出した農地保全の方向性

①共同活動の継続が危ぶまれる集落もある

②各集落単位で集落営農組織化は困難

③「自給家族」をやりたいが、人材がいない

・中山間直払いの加算制度が拡充された
・農村RMOを推進する支援制度の創設
・「地域計画」の策定が義務付けられた

国の政策
などの
環境変化

しきしまの家を拠点に広域連携で農地を保全



農村ＲＭＯ実証事業も着々

令和5年度から3年間の
農村RMOモデル推進支援
事業に採択されました。
草刈りロボットは、愛

知工業大学との連携事業、
農用地保全の切り札、し
きしまの家「自給家族」
の募集を開始しました。

農用地保全

「地域計画」実現化戦略計画

草刈りロボット開発実証

しきしまの家自給家族実証

地域資源活用
RMO拠点しきしまの家整備

高齢者生産野菜配送加工実証

生 活 支 援
支え合いシステム実証

高齢者移動支援実証



「自給家族方式」なら農地が保全できる

①誰が ⇒ 中核経営体とアクティブシニア

②何を ⇒ 得意の米（特別栽培ミネアサヒ）

③どこに売るか ⇒ 関係人口と直接契約



得意の米で農地が守られ、食の安心を保証、
双方の暮らしが豊かに、楽しくなる。

しきしまの家自給家族

① しきしまの家が事務局となって、遊休農地を活用した

米の生産・消費グループ「自給家族」を募る

② 消費者は、需要量に応じた栽培経費を前払いする

③ 生産者は、特別栽培米ミ

ネアサヒを生産、保管する

④ 「自給」の喜びもリスクも共

有する

⑤ 10kg単位で取扱、楽しく

交流する



しきしまの家自給家族2025年産目標

しきしまの家

穀物保冷庫
（リース）

米の受け渡
しステーショ
ン・決済

生産者グループ

自給家族

消費者
交流・援農

押井含む7グループ 押井含む330家族

出荷470俵

交流イベント3回/年
援農実証3回以上/年

2023年産 140家族 210俵
2024年産 230家族 320俵

2025年産 330家族 470俵
100家族、150俵増をめざす



プロジェクト③

未来への構造改革プロジェクト



経営的手法で地域課題を解決する２階を増築

みんなのたまり場「しきしまの家」

自治区の方針に基
づき、経営的な観
点や手法で具体的
に事業を実施する。

定住促進部 環境保全部 福祉健康部

次世代育成部 安全安心部 広報部

大規模災害に備えた機能的防災会

町内会、
農事組合
など地縁
的団体

敷島自治区（任意団体）１階

しきしまの家２階

支え合いプロジェクト事務局

農地保全プロジェクト事務局

農村レストランふらっとyui

関係人口とつ
ながるテーマ
別団体のプ
ラットホーム

地域課題を協議、
方針を定め行政と
共働して実践する。

方針



関係人口：都市に居住しながら山村地域の課題解決に積極的に関わる人

地域住民が主体性を持って自立
し、地域課題を解決

地域住民と関係人口が共に自治
の主体となって地域課題を解決

人口減少・高齢化

地域住民

地域住民

関係人口

地域自治＝住民自治 地域自治＝関係自治

山村自治 の新しい考え方

これまで これから



「しきしまの家」から始まる
山村の未来



お披露目会に約200名の参加
2023年4月1日(土)「しきしまの家」暫定オープン

太田市長の挨拶

「しきしまの家は、
必ずこれからの地
域自治のモデルに
なる。」



しきしまの家グランドオープン

2024年4月、「我が家の居間のよ
うなくつろぎ空間」をコンセプト
にグランドオープン。食を共にす
ることで、地域の絆がさらに強ま
ることを期待しています。

地域や企業
にお弁当の
配食も開始。

スタッフも
拡充しまし
た。



「ふらっと祭」は毎月大盛況

毎月開催されている「ふらっと
祭」には200人が集まります。子
どもから高齢者までが交わる縁日
のよう。人気ナンバー1メニュー
は、「台湾ラーメン」。

お年寄りか
ら子どもま
で大盛況

人気の台湾
ラーメン



みんなの拠点づくりの効果は絶大

〇 「たまり場があったらいいね」の一言から
〇 行政に頼らず「私たちの拠点」(寄付、クラファン、DIY)

効果１ 地域づくりが目に見えポジティブな空気が流れる
効果２ 「場所」の存在で、できないことができるに変わる
効果３ たまり場から課題やアイデアが生みだされる

DIY講座には、
  住民のほか
企業や大学

  生も参加

コロナ渦中
９集落に対し
22回の住民説
明会



「ときめきプラン2025」を策定

「ときめきプラン2025」で、し
きしまの家は、自主財源の確
保など、経営的な視点をもっ
て地域の課題を解決する地
域運営法人とすることが定
められました。

プラン策定委員会の様子

「しきしまの家」アクションプログラム

分 野 方 針

１
運営体制の整備

地域課題を効果的に解決す
るしきしまの家の持続的な
運営体制を確立

２
支え合いシステム

誰もが支え、支えられる人
であり続けられる有償ボラ
ンティアの仕組を構築

３
農用地保全

自作困難な水田の管理体制
を構築し、「自給家族」方
式により農用地保全を図る

４
ふらっとyui

共に食事ができる憩いの場
として、地域の絆、都市と
つながる拠点機能を拡充



私たちが見つけた大切なこと

①ビジョンを丁寧につくり地域の総意とする

②人口減少・超高齢社会を受け止める

③アクティブシニアが地域のミライを拓く

④美しい農村景観を守ることにこだわる

⑤関係人口を地域自治の主体に加える

①農村RMOの法人化で地域を経営する（R8）

②「自給家族」はじめ複数の自主財源を持つ

③地域づくりを楽しむポジティブ人材を育む

今後の展望（課題）





アンケートのお願い

本日の感想などをぜひお聞かせください！
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